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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 6日 (2004.8.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｎ ｉ を ２ ０ ～ ７ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 水 素 吸 蔵 合 金 か ら な る 原 料 粉 末 を 、 ９
０ ℃ 以 上 で 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を ３ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ 含 む 水 溶 液 に 浸 漬 す る 第 一 の 工 程 、 お
よ び 第 一 の 工 程 が 施 さ れ た 粉 末 を 水 洗 す る 第 二 の 工 程 を 有 す る 電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造
法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 記 載 の 電 極 用 合 金 粉 末 の 製
造 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　

電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 電 極 用 合 金
粉 末 の 製 造 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 電 極 用 合 金 粉
末 の 製 造 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 電 極
用 合 金 粉 末 の 製 造 法 。

し 、 Ｍ ｎ を 含 有

前 記 原 料 粉 末 が 、 希 土 類 元 素 の 混 合 物 を 含 有 す る

前 記 原 料 粉 末 が 、 Ｃ ａ Ｃ ｕ 5 型 の 結 晶 構 造 を 有 す る ２

第 二 の 工 程 の 後 、 水 洗 さ れ た 粉 末 を 水 中 で 酸 化 剤 と 混 合 す る 第 三 の 工 程 を 有 す る 請 求 項
１ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の

前 記 原 料 粉 末 が 、 さ ら に Ｃ ｏ お よ び Ａ ｌ を 含 む 合 金 か ら な る 請 求 項 ３ 記 載 の

前 記 原 料 粉 末 に お け る Ｃ ｏ の 含 有 量 が ６ 重 量 ％ 以 下 で あ る 請 求 項 ５ 記 載 の

前 記 原 料 粉 末 の 平 均 粒 径 が 、 ５ ～ ３ ０ μ ｍ で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の



【 請 求 項 ８ 】
　

電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　

電 極 用 合 金 粉 末 の
製 造 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　

電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　

電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造
法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　

電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　

電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　

【 請 求 項 １ ５ 】
　

【 請 求 項 １ ６ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 、 Ｎ ｉ を ２ ０ ～ ７ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 水 素 吸 蔵 合 金 か ら な る 原 料
粉 末 を 、 ９ ０ ℃ 以 上 で 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を ３ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ 含 む 水 溶 液 に 浸 漬 す る 第 一
の 工 程 、 お よ び 第 一 の 工 程 が 施 さ れ た 粉 末 を 水 洗 す る 第 二 の 工 程 を 有 す る 電 極 用 合 金 粉 末
の 製 造 法 に 関 す る 。
　 本 発 明 は 、 ま た 、 第 二 の 工 程 の 後 、 水 洗 さ れ た 粉 末 を 水 中 で 酸 化 剤 と 混 合 す る 第 三 の 工
程 を 有 す る 電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造 法 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 一 の 工 程 を 行 う 前 に は 、 前 記 原 料 粉 末 を 水 と 混 合 し て 湿 ら せ る 工 程 を 行 い 、 湿 っ た 状
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前 記 原 料 粉 末 に お け る 酸 素 含 有 量 が 、 １ 重 量 ％ 以 下 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記
載 の

第 一 の 工 程 を 行 う 前 に 、 前 記 原 料 粉 末 を 水 と 混 合 し て 湿 ら せ る 工 程 を 行 い 、 湿 っ た 状 態
の 原 料 粉 末 を 用 い て 第 一 の 工 程 を 行 う 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の

前 記 原 料 粉 末 を 水 と 混 合 し て 湿 ら せ る 工 程 が 、 Ｎ ｉ を ２ ０ ～ ７ ０ 重 量 ％ 含 有 し 、 Ｍ ｎ を
含 有 す る 水 素 吸 蔵 合 金 の 粗 粒 子 を 、 水 の 存 在 下 で 、 平 均 粒 径 ５ ～ ３ ０ μ ｍ に 粉 砕 す る 工 程
で あ る 請 求 項 ９ 記 載 の

第 一 の 工 程 が 、 前 記 原 料 粉 末 を 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を ３ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ 含 む 水 溶 液 に ０
． ２ ～ ３ 時 間 浸 漬 す る 工 程 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の

第 二 の 工 程 が 、 水 洗 に 用 い ら れ た 水 の ｐ Ｈ が ９ 以 下 に な る ま で 第 一 の 工 程 が 施 さ れ た 粉
末 を 水 洗 す る 工 程 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の

第 ３ の 工 程 が 、 粉 末 を 分 散 さ せ た ｐ Ｈ ７ 以 上 の 水 中 に 酸 化 剤 を 投 入 す る 工 程 か ら な る 請
求 項 ４ 記 載 の

第 ３ の 工 程 が 、 粉 末 を 分 散 さ せ た ｐ Ｈ ７ 以 上 の 水 中 に 、 撹 拌 し な が ら 過 酸 化 水 素 水 を 投
入 す る 工 程 か ら な る 請 求 項 ４ 記 載 の 電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造 法 。

投 入 さ れ る 過 酸 化 水 素 の 量 が 、 原 料 粉 末 １ ０ ０ 重 量 部 あ た り 、 ０ ． ５ ～ １ ５ 重 量 部 で あ
る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 電 極 用 合 金 粉 末 の 製 造 法 。

請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 製 造 法 に よ り 得 ら れ た 電 極 用 合 金 粉 末 で あ っ て 、 金 属
ニ ッ ケ ル か ら な る 磁 性 体 を ３ ～ ９ 重 量 ％ 含 有 す る 電 極 用 合 金 粉 末 。

し 、 Ｍ ｎ を 含 有



態 の 原 料 粉 末 を 用 い て 第 一 の 工 程 を 行 う こ と が 好 ま し い 。
　 こ の 場 合 、 前 記 原 料 粉 末 を 水 と 混 合 し て 湿 ら せ る 工 程 と し て は 、 Ｎ ｉ を ２ ０ ～ ７ ０ 重 量
％ 含 水 素 吸 蔵 合 金 の 粗 粒 子 を 、 水 の 存 在 下 で 、 平 均 粒 径 ５ ～ ３ ０ μ
ｍ に 粉 砕 す る 工 程 を 行 う こ と が 有 効 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ３ の 工 程 は 、 粉 末 を 分 散 さ せ た ｐ Ｈ ７ 以 上 の 水 中 に 酸 化 剤 を 投 入 す る 工 程 か ら な る こ
と が 好 ま し い 。 第 ３ の 工 程 は 、 例 え ば 、 粉 末 を 分 散 さ せ た ｐ Ｈ ７ 以 上 の 水 中 に 、 撹 拌 し な
が ら 過 酸 化 水 素 水 を 投 入 す る 工 程 か ら な る こ と が 好 ま し い 。 投 入 さ れ る 過 酸 化 水 素 の 量 は
、 原 料 粉 末 １ ０ ０ 重 量 部 あ た り 、 ０ ． ５ ～ １ ５ 重 量 部 で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 本 発 明 は 、 ま た 、 上 記 本 発 明 の 製 造 法 に よ り 得 ら れ た 電 極 用 合 金 粉 末 に 関 し 、 な か で も
金 属 ニ ッ ケ ル か ら な る 磁 性 体 を ３ ～ ９ 重 量 ％ 含 有 す る 電 極 用 合 金 粉 末 に 関 す る
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 原 料 と し て 用 い る 水 素 吸 蔵 合 金 は 、 電 気 化 学 的 な 水 素 の 吸 蔵 ・ 放 出 を 高 効 率 で 行 え る 必
要 が あ る 。 そ の た め に は 、 合 金 が 少 な く と も Ｎ ｉ を ２ ０ ～ ７ ０ 重 量 ％ 含 有
し て い る こ と が 望 ま し い 。 Ｎ ｉ を ２ ０ ～ ７ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 水 素 吸 蔵 合 金 か ら な る 原 料 粉
末 を ア ル カ リ 水 溶 液 に 浸 漬 す る と 、 金 属 ニ ッ ケ ル か ら な る 微 細 な 磁 性 体 が 、 合 金 粉 末 を 被
覆 す る よ う な 状 態 で 形 成 さ れ る 。
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有 し 、 Ｍ ｎ を 含 有 す る

。 　

し 、 Ｍ ｎ を 含 有
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